
 

 

「消防指令システムの高度化等に向けた検討会」 開催要綱 
 

令和３年１月１４日施行 
令和４年３月２５日改定 

（目的） 
第１条 従来の消防指令システムは各消防本部、各指令センターにおいて独立したシステムと

して整備・運用され、システム更新に係る財政負担が大きいことや、最新の ICTの取込にハ
ードルがあること等の課題がある。 

  このため、消防指令システムの将来的なあり方や取組方針について検討するとともに、消
防指令システムと外部システムとを接続するためのデータ出入り口（標準インターフェイス）

など、ICT 進展を踏まえたシステム環境整備に係る検討等、消防指令システムの高度化等に
向けた検討を行うことを目的として、「消防指令システムの高度化等に向けた検討会」（以下

「検討会」という。）を開催する。 
 

（検討事項） 
第２条 検討会は、概ね次の事項について調査検討を行う。 

（1）消防指令システムに求められる基本的な機能に関する事項 
（2）消防指令システムの将来的なあり方、今後の取組方針に関する事項 

(3) 外部システムと接続するための標準インターフェイス等、ICT進展を踏まえたシステム環
境整備に関する事項 

(4) その他消防指令システムの高度化等に関する事項 
 

（検討会） 
第３条 検討会の委員は、学識経験者、関係団体を代表する者、消防機関の職員等のうちから、

前条各号に掲げる検討事項の内容に応じて、消防庁防災情報室長が任命する。また、防災情
報室長は、オブザーバーの検討会への参加を認めることができる。 

２ 検討会に座長を置き、座長は検討会の委員の互選によってこれを選出する。 
３ 座長は、検討会を主宰する。また、座長に事故がある時は、座長の指名する者がその職務

を代理する。 
４ 検討会には、検討会委員の代理者の出席を認める。 

５ 座長は、必要に応じて、検討会に委員以外の者の出席を求め、その意見又は説明を求める
ことができる。 

６ 座長は、必要に応じて、メール審議により検討会を開催することができる。 
７ 検討会の議事及び資料は原則として公開するものとする。ただし、座長が検討会の運営上

必要と認める場合や秘匿を要する技術情報等が含まれる場合は、この限りではない。 
 

（作業部会） 
第４条 座長は、必要に応じ検討会に作業部会を置くことができる。 

２ 作業部会の委員は、学識経験者、関係団体を代表する者、消防機関の職員等のうちから、
座長が指名する。 

 
（委員等の任期） 

第５条 委員の任期は、任命日から委嘱状に定める期限までとする。 
 

（庶務） 
第６条 検討会及び作業部会の庶務は、関係課室の協力を得ながら消防庁防災情報室が処理

する。 
 

（補則） 
第７条 この要綱に定めるほか、検討会及び部会の運営に関し必要な事項は座長が、これを

定める。 
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